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平
成
17
年
度
市
民
税
・
都
民
税
の

納
税
通
知
書
（
普
通
徴
収
分
）
を
６

月
１
日
に
送
付
し
ま
し
た
（
非
課
税

の
方
と
特
別
徴
収
だ
け
の
方
を
除

く
）。
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）

へ
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、
勤

務
先
に
納
税
通
知
書
を
持
参
し
、
お

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

納
税
通

知
書
に
口
座
振
替
申
込
書
を
同
封
し

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の
発
行

６
月
15
日
d
ま
で
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
市
民
課
総

合
窓
口
・
各
市
政
窓
口
・
自
動
交
付

機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
徴
収
の
方

給
与
所
得
者
は

原
則
と
し
て
、
６
月
〜
翌
年
５
月
の

給
与
か
ら
12
分
割
で
毎
月
差
し
引
く

方
法
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
勤

務
先
か
ら
の
「
特
別
徴
収
税
額
の
通

知
書
」で
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

e

市
民
税
課
1
内
線
２
３
４
２

外
国
人
登
録
を
し
た
方
は
年

金
へ
の
加
入
を
忘
れ
ず
に

日
本
で
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

20
〜
60
歳
未
満
の
方
は
、
い
ず
れ
か

の
年
金
制
度
へ
加
入
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
会
社
の
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
方
、
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加

入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る
方
以

外
は
、
市
役
所
で
国
民
年
金
へ
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
受
給
要
件
を
満
た
し

た
方
に
は
老
齢
基
礎
年
金
や
、
病
気

や
ケ
ガ
の
障
が
い
が
残
っ
た
場
合
に

は
障
害
基
礎
年
金
が
、
亡
く
な
っ
た

場
合
に
は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
を
６
カ

月
以
上
納
め
た
方
が
帰
国
す
る
場

合
、
日
本
を
出
国
し
て
か
ら
２
年
以

内
に
請
求
す
れ
ば
、
脱
退
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
市
民
課
庶
務
・
年
金

係
（
市
役
所
１
階
③
番
窓
口
）
1
内

線
２
３
９
４
・
武
蔵
野
社
会
保
険
事

務
所
1
56
―
１
４
１
１
へ
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

郵
便
等
投
票
制
度

ご
利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め
手
続
き

が
必
要
で
す
。

◆
郵
便
投
票
で
の
代
理
記
載
制
度

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
方
で
自
分

で
の
投
票
記
載
が
で
き
な
い
方
は
、

事
前
に
届
け
出
た
方
（
選
挙
権
の
あ

る
方
）
に
代
理
記
載
を
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
代
理
記
載
投
票
が
で
き
る
方
＝
身

体
障
害
者
手
帳
・
上
肢
ま
た
は
視
覚

で
１
級
、
戦
傷
病
者
手
帳
・
上
肢
ま

た
は
視
覚
で
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症
の
方

７
月
３
日
a
の
東
京
都
議
会
議
員

選
挙
で
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
複
合
し
た
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を

交
付
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
1
内
線
３
０
３
３
へ
。

ご
存
じ
で
す
か
！
　
検
察
審

査
会
〜
検
察
審
査
員
に
選
ば

れ
た
ら
ご
協
力
を
！

検
察
官
が
事
件
を
裁
判
に
か
け
て

く
れ
な
い
と
い
う
不
服
を
持
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
「
検
察
審
査
会
」
が

あ
り
ま
す
。
審
査
に
当
た
る
11
人
の

審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る

国
民
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
。

選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
国
民
の
代
表

と
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

e

八
王
子
検
察
審
査
会
事
務
局

1
０
４
２
６
―
42
―
５
１
９
５
・
三

鷹
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
1
内

線
３
０
３
３

都
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

（
地
元
割
当
）

市
内
に
あ
る
都
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
内
容

あ
き
家
（
家
族
向

１
戸
）

◆
入
居
資
格

①
申
込
者
が
市
内

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
、
②
同
居
親

族
が
い
る
こ
と
（
３
人
以
上
）、
③

世
帯
の
所
得
が
基
準
内
で
あ
る
こ

と
、
④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

◆
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布

６
月
６
日
b
〜
13
日
b
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）、
ま
ち
づ
く
り
建
築
課

（
市
役
所
５
階
）、
各
市
政
窓
口
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）。
た
だ
し
、
三
鷹
駅
市

政
窓
口
は
平
日
は
午
後
７
時
30
分
ま

で
、
11
日
g
は
午
後
５
時
。

▼
６
月
15
日
d
ま
で
に
市
役
所
に
郵

送
で
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け

ま
す
。
く
わ
し
く
は
募
集
案
内
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

e

ま
ち
づ
く
り
建
築
課
1
内
線
２

８
６
７水

道
管
の
取
り
換
え
工
事
を

始
め
ま
す

平
成
17
年
度
か
ら
、
市
の
主
要
幹

線
に
布
設
し
て
い
る
古
い
普
通
鋳
鉄

管
を
、
耐
震
性
に
優
れ
た
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
へ
取
り
換
え
る
工
事
を
始

め
ま
す
。
夜
間
工
事
が
多
く
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

e

工
務
課
1
内
線
３
４
３
６

浸
水
ゼ
ロ
・
安
全
・
快
適
！

下
水
道

都
下
水
道
局
で
は
、
市
と
連
携
し

て
、
梅
雨
時
の
６
月
を
「
浸
水
対
策

強
化
月
間
」
に
定
め
、
各
種
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

e

東
京
都
下
水
道
局
流
域
下
水
道

本
部
1
042
―
527
―
４
８
２
８
・
三
鷹

市
下
水
道
課
1
内
線
２
８
７
３

野
川
流
域
河
川
整
備
計
画

（
原
案
）
に
ご
意
見
を

野
川
流
域
（
野
川
、
仙
川
、
入
間

川
）
河
川
整
備
計
画
の
原
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
ご
意
見
の
あ
る
方
は

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
閲
覧
受
付

６
月
30
日
e
ま
で

（
窓
口
閲
覧
は
閉
庁
日
を
除
く
）、
市

役
所
緑
と
公
園
課
、
東
京
都
北
多
摩

南
部
建
設
事
務
所
工
事
第
二
課
、
東

京
都
建
設
局

http://w
w
w
.

kensetsu.m
etro.tokyo.jp

で
。

e

東
京
都
建
設
局
河
川
部
計
画
課

1
03
―
５
３
２
０
―
５
４
１
５
・
三

鷹
市
緑
と
公
園
課
1
内
線
２
８
３
４

噴
霧
器
貸
し
出
し
を
中
止
し

ま
す

公
共
施
設
へ
の
農
薬
散
布
が
原
則

廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
農
薬
散

布
用
の
噴
霧
器
の
貸
し
出
し
を
中
止

し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

e

緑
と
公
園
課
1
内
線
２
８
３

４
東
京
外
か
く
環
状
道
路
「
オ

ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」

国
土
交
通
省
と
都
は
、
東
京
外
か

く
環
状
道
路
計
画
に
関
す
る
情
報
の

提
供
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
東
八

道
路
と
国
道
20
号
線
へ
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て
、複
数
の

案
を
提
示
し
て
そ
の
影
響
と
効
果
を

説
明
し
、
意
見
を
お
聴
き
し
ま
す
。

▽
６
月
12
日
a
・
22
日
d
午
後
１
時

〜
５
時
、
常
設
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

（
北
野
３
―
６
―
１
）
で
。

外
環
調
査
事
務
所

http://
www.ktr.m

lit.go.jp/gaikan/
e

都
市
計
画
課
1
内
線
２
８
１
５

第
20
回
ま
ち
づ
く
り
探
検
隊

1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
主
催
。
対
象

は
在
勤
・
在
学
を
含
む
市
民
。「
行

政
境
探
検
」
を
テ
ー
マ
に
、
三
鷹
駅

南
口
か
ら
市
境
沿
い
に
井
の
頭
地
区

方
面
を
巡
り
ま
す
。

▽
６
月
25
日
g
午
前
10
時
三
鷹
駅
南

口
デ
ッ
キ
上
集
合
（
小
雨
決
行
）。

午
後
３
時
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

付
近
で
解
散
予
定
。
昼
食
・
飲
み
物

持
参
。
歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
。

▼
６
月
６
日
b
午
前
９
時
30
分
か
ら

HP

HP

1
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
1
40
―
９
６
６

９
・
5
40
―
９
７
５
０
へ
申
し
込

む
。
先
着
30
人
。

三
鷹
市
女
性
問
題
懇
談
会
学

習
講
演
会

災
害
と
女
性
の
人
権
〜
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
に

学
ぶ

三
鷹
市
共
催
。

▽
６
月
25
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ネ
ッ
ト
・
こ
う
べ
代
表
の
正
井
礼
子

さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
保
育
（
１
歳
以
上
）
・
手
話
通

訳
希
望
者
は
、
６
月
17
日
f
ま
で
に

企
画
経
営
室
1
内
線
２
１
１
５
・
5

48
―
１
４
１
９
へ
申
し
込
む
。

「
あ
す
の
ま
ち
・
三
鷹
」
推

進
協
議
会
で
契
約
職
員
（
若

干
名
）

◆
応
募
資
格

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
が
扱
え
る
、
経
理
の
で
き
る
方

◆
勤
務

７
月
１
日
〜
平
成
18
年
３

月
31
日
の
月
〜
金
曜
日
、
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
30
分

◆
報
酬

月
額
23
万
７
千
300
円

（
交
通
費
別
途
支
給
）

▼
６
月
13
日
b（
必
着
）ま
で
に
、
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
「
〒
181
―
０

０
１
３
下
連
雀
３
―
38
―
４
三
鷹
産

業
プ
ラ
ザ
地
下
１
階
『
あ
す
の
ま

ち
・
三
鷹
』
推
進
協
議
会
」
へ
郵
送

ま
た
は
直
接
申
し
込
む
（
書
類
合
格

者
は
面
接
あ
り
）。

e

同
協
議
会
1
76
―
７
５
０
０

（
株
）
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
で

社
員
を

◆
契
約
社
員
（
２
人
）

◇
対
象

窓
口
業
務
に
意
欲
が
あ

り
、
中
級
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

で
き
る
方

◇
職
種

一
般
事
務
（
三
鷹
駅
前
市

政
窓
口
に
お
け
る
住
民
票
な
ど
の
発

行
業
務
ほ
か
）

◇
勤
務
日
・
勤
務
時
間

土
・
日
曜

日
を
含
む
週
７
日
の
う
ち
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
５
日
間
。
週
40
時
間
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
と

午
前
11
時
〜
午
後
７
時
45
分
の
２
交

代
制

◇
給
与

月
額
22
万
６
千
円
。
諸
手

当
、
定
期
昇
給
制
度
・
休
暇
制
度
あ

り
、
賞
与
な
し

◆
臨
時
社
員
（
２
人
）

◇
対
象

市
内
在
住
で
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
の
で
き
る
方

◇
業
務
内
容

三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
受

付
業
務
ほ
か

◇
勤
務
日
・
勤
務
時
間

土
・
日
曜

日
を
含
む
週
７
日
の
う
ち
３
日
以
上

（
曜
日
は
応
相
談
）、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

◇
時
給

880
円
　
交
通
費
支
給
（
上

限
１
日
840
円
）

▼
６
月
15
日
d
ま
で
に
、「
〒
181
―

８
５
２
５
下
連
雀
３
―
38
―
４
1

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
」
1
40
―
９
６
６

９
（
担
当
岡
本
）
へ
履
歴
書
（
写
真

貼
付
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
応
募

職
種
を
記
入
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

し
て
申
し
込
む
。
い
ず
れ
も
７
月
か

ら
採
用
。

障がいなどの区分 障がいなどの程度
両下肢、体幹、移動機能 1級または2級

身体障害者手帳 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、 1級または3級直腸、小腸
免疫 1級～3級
両下肢、体幹 特別項症～第2項症

戦傷病者手帳 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、 特別項症～第3項症直腸、小腸
介護保険の被保険者証 要介護状態区分 要介護5

郵便等による不在者投票ができる方

※いずれの場合も、本人が三鷹市の選挙人名簿に登録されていて、本人および候補者
の氏名などを自分自身で書ける方（ただし、代理記載該当者を除く）。

対
象
は
調
布
飛
行
場
の
航
空
機
騒
音
値
が
一
定
の
基

準
を
超
え
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
。
対
象
の
家
に
は
、

説
明
会
の
お
知
ら
せ
を
配
布
し
ま
す
。

▽
①
６
月
17
日
f
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
、
②
18
日
g

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、
い
ず
れ
も
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

東
京
都
港
湾
局
離
島
港
湾
部
計
画
課
1
03
―
５
３

２
０
―
５
６
３
１
・
調
布
飛
行
場
管
理
事
務
所
1
34
―

４
８
４
０

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
！

昨
年
10
月
の
都
条
例
の
改
正
で
新

築
・
改
築
住
宅
へ
の
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
デ
ー
タ
で
も
火
災
警
報
器

が
設
置
さ
れ
た
建
物
で
は
確
実
に
死

傷
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

設
置
義
務
の
あ
る
住
宅
は
も
ち
ろ

ん
、
各
ご
家
庭
で
の
「
住
宅
用
火
災

警
報
装
置
」
の
設
置
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

※
消
防
署
が
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

6
月
5
日
∂
〜
１１
日
º

危
険
物
安
全
週
間

◆
標
語
「
危
険
物
　
か
さ
ね
る
無
事

故
の
　
金
メ
ダ
ル
」

e

三
鷹
消
防
署
1
47
―
０
１
１
９

納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た

三鷹消防署から

大沢六丁目（一部）の方へ
調布飛行場住宅防音工事助成の

説明会を開催

５月24日～27日に韓国・ソウルで開催された「第２回国際革新博覧会」に、
三鷹市がＩＴを活用した学校教育やアニメーションなどのコンテンツ産業、
SOHO事業の推進などに関する成果事例を紹介するために参加しました。
この博覧会は、韓国政府と国際連合が主催し、世界各国の政府、自治体、
市民団体や企業の先進事例を紹介するものです。今年は25カ国から88機関が
出展しました。
三鷹市は今年１月、「世界テレポート
連合」（世界的な調査機関）から、情報
都市づくりで「2005年世界のトップ７」

に選ばれたことから、7自治体国際化協会ソウル事務所を通して総
務省から要請があり、この博覧会に参加することとなりました。
三鷹市の特設ブースでは、教育教材コンテ
ンツの全国配信やアジアブロードバンド実験、
地域イントラネットについてのプレゼンテー
ション、ジブリ美術館（三鷹市立アニメーシ
ョン美術館）の紹介、「SOHO CITYみたか構想」
の設立経緯や成果の展示などを行いました。
国際機関や各国の企業、NGO、学者など
3,500人の見学者が訪れる盛況ぶりでした。

「国際革新博覧会」三鷹市が に参加 市
民
税

都
民
税

・

の

韓国


